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平成29年春季号 平成29年4月15日発行シルバーあきしま

作　前島秀朗会員

 802人 291人 1,093人（平成29年3月22日現在）
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平
成
29
年
3
月
8
日
、
勤
労
商
工
市
民
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
理
事
・
地
域
班
長
全
体
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
班
長
43
名
、
理
事
18
名
が
出
席
し
て
、
糟
谷
理

事
の
司
会
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

○
全
体
会
議
開
催
に
際
し

伊
藤
会
長
よ
り
、
地
域
班
長
各
位
の
活
躍
に
対
す
る

お
礼
、
セ
ン
タ
ー
の
事
業
実
績
、
新
た
な
派
遣
事
業
へ

の
取
り
組
み
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

○
昭
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
現
況

光
富
常
務
理
事
よ
り
、
会
員
増
強
策
や
就
業
機
会
増

強
策
、
お
よ
び
事
業
実
績
に
つ
い
て
の
詳
細
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

各
役
員
挨
拶
概
要

●
奥
山
総
務
部
会
長

会
員
表
彰
検
討

の
進
捗
状
況
説
明

の
後
、
派
遣
事
業

に
つ
い
て
、
4
月

1
日
よ
り
当
セ
ン

タ
ー
内
に
開
設
す

る
「
昭
島
派
遣
事

業
所
」
の
説
明
が

あ
り
、
今
後
の
就

業
拡
大
へ
の
寄
与

が
期
待
さ
れ
る
と

の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
「
第
三
次
中
期
計
画
」
策
定
が
報
告
さ
れ
、

計
画
達
成
に
向
け
て
全
会
員
が
結
束
す
る
よ
う
に
呼
び

か
け
ら
れ
ま
し
た
。

●
奥
村
事
業
部
会
長

就
業
拡
大
の
た
め
の
情
報
収
集
に
、
企
業
訪
問
等
を

実
施
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
家
事
援
助
班
を
中
心
に
取
り
組

ん
で
い
く
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
」
の
認
知
度
を
上
げ
る
た
め
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
盛
り
上
げ
る
決
意
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

●
戸
田
安
全
管
理
委
員
長

安
全
就
業
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
最

も
重
要
な
課
題
の
一
つ
、
と
前
置
き
が
あ
り
、
就
業
す

る
に
あ
た
り
「
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
常
に
「
事
故
ゼ
ロ
」
を
目
標
に
対
応
策
を
講

じ
て
い
く
と
の
強
い
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
よ
り
緻
密
な
会
議
を
積
み
重
ね
た
こ
と
を
強
調

さ
れ
ま
し
た
。

●
岡
広
報
委
員
長

会
報
い
ず
み
、
当
セ
ン
タ
ー
P
R
誌
の
発
行
等
々
、

当
セ
ン
タ
ー
の
広
報
活
動
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
図
っ
て
い
く
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
是
非
会
員
の
皆

さ
ん
に
は
閲
覧
を
お
願
い
し
た
い

と
切
実
に
語
ら
れ
ま
し
た
。

各
挨
拶
に
続
き
、
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、
中
身
の
濃
い
質
疑
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

第7回定時総会
開催のお知らせ

日　時　6月16日(金) 午後2時

場　所　KOTOR I ホール
（昭島市民会館）大ホール

会員皆様の参加が次なる飛躍への原動力となります！！
より多くの方の出席をお待ちします

平
成
28
年
度
第
2
回

理
事
・
地
域
班
長
全
体
会
議

　開
催
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理
事
・
地
域
班
長
全
体
会
議
後
に
、
同
会
場
で
役

員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
理
事
・
監
事
、
地
域
班
長
・

職
群
班
長
・
会
員
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
、
68
名
が

出
席
い
た
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
シ
ル
バ
ー
事
業

に
関
わ
る
非
行
防
止
」で
、奥
山
総
務
部
会
長
の
司
会
・

開
会
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
昨
年
同
様
に
（
公
財
）
東
京
し
ご
と

財
団
の
檜
垣
直
人
顧
問
弁
護
士
を
お
招
き
し
、
第
一

に
会
員
の
責
任
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

契
約
に
基
づ
い
た
就
業
が
重
要
で
あ
り
、
自
分
ル
ー

ル
を
つ
く
る
、
自
分
ル
ー
ル
で
理
解
す
る
、
こ
の
こ

と
こ
そ
が
シ
ル
バ
ー

の
非
行
で
あ
る
と
の

ご
指
摘
が
印
象
的
で

し
た
。

第
二
に
、
実
際
に

あ
っ
た
事
例
を
具
体

的
に
提
示
し
、
工
夫

さ
れ
た
分
か
り
易
い

非
行
の
説
明
が
な
さ

れ
、
光
富
常
務
理
事

の
閉
会
の
あ
い
さ
つ

で
、
2
時
間
の
研
修

を
終
了
い
た
し
ま
し

た
。

非
行
と
は
?
…
一
般
的
に
、
違
法
行
為
、
あ
る

い
は
違
法
で
は
な
く
て
も
、
習
慣
的
規
範
に
照
ら

し
て
反
社
会
的
と
み
な
さ
れ
る
行
為
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。

例
え
ば
、
セ
ン
タ
ー
や
発
注
者
が
用
意
し
た
作

業
道
具
を
私
用
の
た
め
無
断
で
持
ち
帰
る
こ
と
等

が
該
当
し
ま
す
。

○
会
員
の
責
任

シ
ル
バ
ー
会
員
は
皆
「
個
人
事
業
主
」
で
あ
り
、

セ
ン
タ
ー
と
会
員
と
の
就
業
契
約
に
基
づ
き
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
会
員
に
よ
っ
て
は
就
業
契
約
と

異
な
る
「
自
分
ル
ー
ル
」
を
勝
手
に
つ
く
り
、
就

業
契
約
と
反
す
る
業
務
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
決
め
ら
れ
た
就
業
時
間
を
守
ら
な
い
、

等
も
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
就
業
契
約
通
り
に
仕

事
を
行
わ
な
け
れ
ば
契
約
を
終
了
さ
れ
て
も
お
か

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
名
称
に
は
、「
昭

島
市
」
と
入
っ
て
い
る
の
で
、
会
員
は
市
民
か
ら

「
昭
島
市
の
職
員
」と
認
識
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

き
ち
ん
と
し
た
対
応
や
態
度
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
個
人
情
報
の
保
護
や
セ
ク
ハ
ラ
・
パ

ワ
ハ
ラ
等
の
適
切
な
理
解
も
必
要
で
す
。
会
員
の

非
行
行
為
に
よ
っ
て
自
分
の
み
な
ら
ず
、
仲
間
も

仕
事
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

お
互
い
に
声
掛
け
を
行
い
、
非
行
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

平
成
29
年
2
月
4
日
、
昭
和
の
森
ア
ウ
ト
ド
ア

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
屋
内
広
場
で
開
催
さ
れ
た
昭
島
市
民
活
動

「
見
本
市
」
に
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
見
本
市
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い

る
人
と
、
こ
れ
か
ら
始
め
た
い
人
を
繋
げ
る
目
的
で
、

主
催
・
昭
島
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
後
援
・

昭
島
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
重
要
な
活
動
の一つ
で
あ
る
「
社
会
貢

献
」
の
意
味
を
踏
ま
え
て
、
事
業
部
会
を
中
心
に
パ

ト
ロ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
以
下
パ
ト
・
ボ
ラ
）
実
行

委
員
会
、
家
事
援
助
班
の
理
解
と
協
力
を
得
て
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
内
容
を
紹
介
す
る
ブ
ー
ス

で
、
家
事
援
助
班
に
よ
る
「
昔
あ
そ
び
」
の
実
演
や
、

パ
ト
・
ボ
ラ
実
行
委
員
会
は

帽
子
、
ベ
ス
ト
、
腕
章
を

着
用
し
て
、
来
場
者
へ
仕
事

内
容
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
た

り
、
会
員
募
集
の
マ
ス
ク
を

配
布
し
ま
し
た
。

見
本
市
は
大
盛
況
で
、
セ

ン
タ
ー
の
活
動
を
行
政
・
社

会
福
祉
協
議
会
・
市
民
の
皆

さ
ま
に
大
い
に
宣
伝
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
会
員
に
と
っ
て
非
行
防
止
と
は
？

昭
島
市
民
活
動
&
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
1
6
に
初
め
て
参
加

事
業
部
会
員

　光
富

　宏
規

役
員
研
修
会

シ
ル
バ
ー
事
業
に
関
わ
る
非
行
防
止
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平
成
19
年
に
策
定
さ
れ
た「
第
二
次
中
・
長
期
計
画
」

は
、
平
成
28
年
度
で
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

先
駆
け
て
、「
第
三
次
中
期
計
画
」
の
策
定
に
取
り
か

か
り
ま
し
た
。昨
年
4
月
よ
り
、総
務
部
会
で
検
討
し
、

事
業
部
会
、
安
全
管
理
委
員
会
な
ど
で
も
原
案
を
練

り
上
げ
、
さ
ら
に
理
事
会
で
の
協
議
を
続
け
て
き
ま

し
た
。

こ
れ
を
広
報
委
員
会
が
A
4
版
本
文
30
ペ
ー
ジ

の
冊
子
へ
の
編
集
、
編へ

ん
さ
ん纂

を
2
月
中
に
完
了
。
印
刷

作
業
を
経
て
、
平
成
28
年
度
中
（
29
年
3
月
中
）
に
、

地
域
班
長
の
協
力
を
い
た
だ
き
会
員
へ
の
配
布
を
完

了
し
ま
し
た
。

計
画
の
実
施
期
間
は
、
平
成
29
～
33
年
度

（
2
0
1
7
年
4
月
1
日
～
2
0
2
2
年
3
月
31
日
）

ま
で
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
地
域
で
活
か
そ
う　

シ
ル

バ
ー
パ
ワ
ー
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
務
部
会
長　
　

奥
山　

毅
つ
よ
し

シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
開
始
に
向
け
て
「
昭
島
派
遣

事
業
所
」
開
設
の
届
出
が
、
平
成
28
年
12
月
2
日
に

東
京
労
働
局
に
受
理
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て

昭
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
4
月
1
日
か

ら
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。こ

れ
ま
で
は
、
発
注
者
の
指
揮
・
命
令
を
受
け
な

け
れ
ば
で
き
な
い
仕
事
や
、
発
注
者
の
従
業
員
と
混

在
す
る
仕
事
な
ど
は
契
約
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

発
注
者
と
シ
ル
バ
ー
派
遣
と
し
て
契
約
依
頼
す
る
こ

と
に
よ
り
可
能
に
な
り
ま
す
。

今
後
、
派
遣
事
業
と
し
て
ご
依
頼
を
頂
け
れ
ば
、

派
遣
元
事
業
主
で

あ
る
東
京
し
ご
と

財
団
と
協
議
し
、

取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、シ
ル
バ
ー

派
遣
事
業
の
ご
依

頼
が
あ
っ
た
時
に

は
会
員
説
明
会
を

開
催
し
て
い
く
予

定
で
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

パ
ト
・
ボ
ラ
実
行
委
員
会　

渡
辺　

靖
男

拝
島
中
学
校
地
区
の
パ
ト
・
ボ
ラ
は
拝
島
中
学
校

に
隣
接
し
た
公
園
（
緑
ヶ
丘
公
園
）
に
集
合
し
、
児

童
・
生
徒
の
下
校
時
や
通
学
路
の
見
守
り
を
し
て
い

ま
す
。

中
学
生
は
小
学
生
と
違
い
、
急
に
大
人
び
て
く
る

子
、
よ
そ
よ
そ
し
く
も
礼
儀
正
し
く
な
る
子
、
ま
た

素
っ
気
な
く
な
る
子
等
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の

成
長
の
過
程
に
接
す
る
機
会
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

時
「々
お
じ
さ
ん
た
ち
、毎
日
み
ん
な
同
じ
格
好
で
、

何
を
し
て
る
の
?
」　
「
君
た
ち
か
ら
、
元
気
を
も
ら

い
に
来
て
る
ん
だ
よ
」
と
、
こ
ん
な
微
笑
ま
し
い
や

り
取
り
も
あ
り
ま
す
。

現
在
、
就
業
し
て
い
な
い
会
員
、
も
う
就
業
は
無

理
と
い
う
会
員
も
活

動
に
参
加
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
見
守

り
を
し
な
が
ら
、
お

互
い
の
親
睦
を
図
っ

て
い
ま
す
。

パ
ト
・
ボ
ラ
を
キ
ッ

カ
ケ
に
、
こ
う
し
た

仲
間
を
増
や
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
ね
。

第
三
次
中
期
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た

シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
が
可
能
に

パ
ト
ロ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
パ
ト
・
ボ
ラ
）

活
動
報
告

　
　拝
島
中
学
校
編
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12
月
定
例
理
事
会
（
12
月
26
日
）

議
決
事
項

・�

会
員
の
入
会
承
認
に
つ
い
て
、
男
性
5
名
女
性
2

名
計
7
名
の
入
会
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

・�

就
業
基
準
に
基
づ
く
再
契
約
に
つ
い
て
32
件
延
53

名
の
再
契
約
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・�

総
務
部
会
よ
り
、
勤
労
商
工
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
る
平
成
28
年
度
第
2
回
理
事
・
地
域
班
長
全

体
会
議
の
日
程
に
つ
き
、
3
案
の
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。
諸
状
況
を
勘
案
し
て
検
討
し
た
結
果
、
平

成
29
年
3
月
8
日
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

・�

事
業
部
会
よ
り
「
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」

に
つ
い
て
、
平
成
28
年
11
月
30
日
の
東
村
山
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
視
察
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

1
月
臨
時
理
事
会
（
1
月
11
日
）

協
議
事
項

・�

「
第
三
次
中
期
計
画
（
案
）
」
の
内
容
を
協
議
し

ま
し
た
。

1
月
定
例
理
事
会
（
1
月
30
日
）

議
決
事
項

・�

会
員
の
入
会
承
認
に
つ
い
て
、
男
性
5
名
女
性
1

名
計
6
名
の
入
会
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

・�

就
業
基
準
に
基
づ
く
再
契
約
に
つ
い
て
27
件
延
44

名
の
再
契
約
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・�

各
関
連
部
会
、
委
員
会
の
修
正
案
等
を
ま
と
め
た

「
第
三
次
中
期
計
画
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
目

標
数
値
に
つ
い
て
の
疑
義
が
あ
り
、
時
間
を
か
け

丁
寧
に
解
決
し
、
広
報
委
員
会
に
よ
る
冊
子
編へ

ん
さ
ん纂

作
業
の
開
始
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

・�

事
業
部
会
よ
り
平
成
28
年
度
の
接
遇
研
修
実
施
要

項
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
2
月
13
、
14
、
15
、

20
、
21
、
22
の
6
日
間
、
各
午
前
午
後
の
12
回
の

実
施
予
定
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

2
月
定
例
理
事
会
（
2
月
27
日
）

議
決
事
項

・�

会
員
の
入
会
承
認
に
つ
い
て
、
男
性
6
名
女
性
0

名
計
6
名
の
入
会
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・�
広
報
委
員
会
よ
り
「
第
三
次
中
期
計
画
」
冊
子
案

が
提
出
さ
れ
、
内
容
を
確
認
し
ま
し
た
。

・�

会
員
増
強
検
討
委
員
会
よ
り
、
セ
ン
タ
ー
の
外
壁

に
、
「
会
員
募
集
中
」
の
看
板
を
取
り
付
け
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ

　「転
倒
・
墜
落
・
転
落
防
止
」

平
成
29
年
度
東
京
し
ご
と
財
団
の
安
全
就
業
標
語
募

集
に
は
、
応
募
者
25
名
か
ら
59
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
安
全
管
理
委
員
会
で
以
下
の
3
作
品
を
選
出
し
、

東
京
し
ご
と
財
団
へ
推
薦
し
ま
し
た
。

足
元
の

　安
全
確
保
で

　転
倒
防
止

朝
日
町

　小
栁

　幸
男

事
故
防
止

　心
に
転
ば
ぬ

　先
の
杖

つ
つ
じ
が
丘

　唐
沢

　公
夫

ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
で

　済
ん
だ
の
は

着
け
た
・
止
め
た
安
全
帯拝

島
町

　岡
本

　正
夫

理
事
会
だ
よ
り

平
成
29
年
度
年
度
会
費
等
の

納
入
の
お
願
い

4
月
、
5
月
に
２
、８
０
０
円
を
超
え
る
就
業

実
績
の
あ
る
方
は
、
配
分
金
か
ら
年
度
会
費
等

（
２
、８
０
０
円
）
を
控
除
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。
な
お
、
配
分
金

が
２
、８
０
０
円
以
下
の
方
、
も
し
く
は
仕
事
を

し
て
い
な
い
方
は
、
6
月
中
に
年
度
会
費
等
の

納
入
通
知
書
を
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
、
そ
の

納
入
通
知
書
を
持
っ
て
、
コ
ン
ビ
ニ
も
し
く
は

セ
ン
タ
ー
事
務
局
で
年
度
会
費
等
の
納
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

安
全
就
業
標
語

平成29年春季号 シルバーあきしま
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕
事

は
、
市
役
所
な
ど
の
公
的
機
関
か
ら
の

依
頼
分
が
6
0
%
を
超
え
て
い
ま
す
。

就
業
人
員
の
多
い
駐
輪
場
管
理
や
学
校

管
理
、
広
報
配
布
な
ど
が
そ
の
代
表
例

で
し
ょ
う
。

し
か
し
な
か
に
は
、
就
業
人
員
が
2

名
と
い
う
仕
事
も
あ
り
ま
す
。
今
回
訪

ね
た
仕
事
場
も
そ
の
ひ
と
つ
。
仕
事
の

名
称
は
「
書
類
交
換
業
務
」
と
称
す
る

も
の
で
、
市
民
課
か
ら
発
注
さ
れ
て
い

ま
す
。

ど
ん
な
仕
事
な
の
か
?

市
民
課
と
い
え
ば
…
転
入
、
転
出
、

転
居
な
ど
の
届
け
出
。
住
民
票
の
写

し
、
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
の
発
行
、

印
鑑
の
登
録
、

印
鑑
登
録
証

明
書
の
発
行
、

戸
籍
関
係
証

明
書
の
発
行
。

さ
ら
に
税
関

係
の
証
明
書

な
ど
の
、
発

行
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
課
で
す
。

証
明
書
類
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
場
所
は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
あ

い
ぽ
っ
く
）、
東
部
出
張
所
、
武
蔵
野

会
館
、
環
境
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
、
緑
会
館
の
5
カ
所
で
す
。
こ

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
重
宝
し
て
い

る
市
民
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

雨
の
日
も
雪
で
も
台
風
で
も

発
行
さ
れ
る
書
類
は
、
F
A
X
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
市
役
所
か
ら
送
ら
れ

て
き
ま
す
が
、
受
信
す
る
用
紙
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
様
々
な
保
存
書

類
も
用
意
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
は
市
民

課
へ
戻
さ
れ
一
定
期
間
保
存
さ
れ
ま

す
。サ

ー
ビ
ス
の
円
滑
な
運
用
の
た
め
に

は
、
こ
う
し
た
書
類
を
運
ば
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

「
サ
ー
ビ
ス
を
停
滞
さ
せ
な
い
た
め

に
は
、
用
紙
の
補
給
や
保
存
書
類
の
運

搬
は
毎
日
必
要
に
な
り
ま
す
。
年
末
年

始
、
土
日
祝
日
を
除
い
て
休
ま
ず
行
う

仕
事
に
な
り
ま
す
」
と
市
民
部
市
民
課

の
細
田
係
長
。
そ
れ
で
、
こ
の
仕
事
は

信
頼
と
実
績
の
あ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
発
注
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

た
だ
し
郵
便
法
の
関
係
で
、
信
書
は
取

り
扱
え
ま
せ
ん
の
で
、
宛
名
の
な
い
書

類
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
こ
の
仕
事
に
就
業
し
て
い
る

の
は
、
大
森
淑
子
会
員
と
三
浦
武
男
会

員
の
2
名
。

「
い
ま
は
水
～
金
曜
の
3
日
間
を
担

当
し
て
い
ま
す
」
と
大
森
会
員
。
全
部

で
5
カ
所
の
出
張
所
や
会
館
等
を
自
転

車
で
ま
わ
っ
て
届
け
て
い
ま
す
。
午
前

8
時
30
分
に
市
民
課
へ
出
向
き
、
運
ぶ

書
類
の
入
っ
た
カ
バ
ン
を
2
個
受
け

取
っ
て
ス
タ
ー
ト
。

前
述
の
順
番
で
、
5
カ
所
を
ま
わ
り

ま
す
。
交
通
手
段
は
自
転
車
。
一
周
し

て
市
民
課
へ
戻
る
と
、
通
常
で
10
時
30

分
に
な
る
そ
う
で
す
。

「
あ
く
ま
で
も
ス
ム
ー
ズ
に
ま
わ
れ

た
時
の
時
間
で
す
け
ど
ね
。
滅
多
に
な

い
と
は
い
え
、
台
風
や
雪
の
場
合
は
自

転
車
を
引
い
て
ま
わ
る
の
で
、
所
要
時

間
は
増
え
ま
す
」
と
も
う
ひ
と
り
の
三

浦
会
員
。
月
～
火
曜
の
2
日
間
を
担
当

し
て
い
ま
す
。

コ
ン
ビ
の
息
ピ
ッ
タ
リ

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
就
業
は
、
病
気
や

休
養
の
際
の
交
代
や
助
け
合
い
が
大

切
。
そ
の
点
、
大
森
会
員
、
三
浦
会
員

の
息
は
ピ
ッ
タ
リ
だ
と
か
。
そ
ん
な
2

人
が
声
を
合
わ
せ
る
の
は
、
5
カ
所
ま

わ
る
の
は
い
い
と
し
て
、
そ
の
活
動
範

囲
の
広
大
さ
に
つ
い
て
。

お
そ
ら
く
自
転
車
で
ま
わ
る
仕
事
現

場
と
し
て
は
、
シ
ル
バ
ー
一
な
の
は
間

違
い
な
さ
そ
う
。
コ
ー
ス
に
つ
い
て
、

順
路
を
考
慮
し
た
コ
ー
ス
変
更
を
実
施

し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
。「
コ
ー
ス

変
更
に
つ
い
て
な
ど
は
、
今
後
も
前
向

き
に
検
討
さ
せ
て
頂
き
ま
す
」
と
板
野

主
任
。

「
取
材
の
記
念
に
お
写
真
を
」
と
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
、
橋
本
市
民
課
長
も

加
わ
っ
て
の
一
枚
を
撮
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

（
広
報
委
員　

岡　

裕
美
）

職
場
訪
問

職
場
訪
問

書
類
交
換
業
務

最
大
の
活
動
範
囲
を

自
転
車
で
一
周

三浦会員（左）、大森会員（右）。

市役所スタッフと取材の記念に。
左から、細田係長、三浦会員、大森会員、板野主任、橋本市民課長
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家
事
援
助
班
の
調
理
実
習

2
月
17
日
、「
あ
い
ぽ
っ
く
」
に
て
、

家
事
援
助
班
の
調
理
実
習
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
用
意
さ
れ
て
い
た
食
材

を
み
て
、
各
班
ご
と
に
献
立
を
決
め
料

理
開
始
で
す
。

日
頃
の
成
果
か
、手
際
の
よ
さ
は
バ
ッ

グ
ン
で
、

限
ら
れ
た

時
間
内
で

利
用
者
に

も
喜
ば
れ

そ
う
な
料

理
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
美
味
し
い

料
理
を
試
食
し
な
が
ら
、
会
員
同
士
の

情
報
交
換
も
で
き
、
親
睦
も
図
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

春
の
接
遇
研
修

春
一
番
が
吹
く
な
か
2
月
13
～
15
日

と
20
～
22
日
の
各
午
前
午
後
に
接
遇

研
修
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

自
転
車
管
理
・
学
校
管
理
他
、
総
数

３
２
５
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
に
宮
澤
氏
・
唐
澤
氏
を
招
き

「
接
遇
の
基
本
」
を
主
に
「
顔
の
表

情
、挨
拶
、丁
寧
な
言
葉
、苦
情
対
応
、

身
だ
し
な

み
」
な
ど

の
講
義
と

具
体
例
の

説
明
が
行

わ
れ
、
今

後
の
就
業

に
活
か
さ

れ
る
研
修

と
な
り
ま

し
た
。

今
年
2
号
目
の
「
会
報
い
ず
み
」
を

お
届
け
致
し
ま
す
。

こ
の
冬
は
例
年
ほ
ど
寒
く
な
い
と
感

じ
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
一
番

好
き
な
時
節
、
春
到
来
で
、
気
持
ち
も

暖
か
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今

後
の
梅
雨
、
夏
を
考
え
る
と
、
気
候
の

変
化
に
追
随
し
づ
ら
く
な
っ
て
き
て
い

る
身
と
し
て
は
、ち
ょ
っ
と
憂
鬱
で
す
。

そ
こ
で
、
健
康
に
過
ご
す
心
掛
け
を
二

つ
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

家
康
、
秀
忠
、
家
光
3
代
に
わ
た
る

ブ
レ
ー
ン
で
、
1
0
0
歳
超
え
の
長
命

（
1
0
8
歳
?
）、
天
台
宗
の
僧
、
南
光

坊
天
海
（
明
智
光
秀
と
の
説
も
あ
る
）

の
長
生
き
の
秘
訣
で
す
。﹃
気
は
長
く
、

務
め
は
か
た
く
、
色
薄
く
、
食
細
う
し

て
、
心
広
か
れ
。﹄

も
う
一
つ
、米
国
の
詩
人（
実
業
家
）、

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン
「
青
春
」
よ

り
抜
粋
。﹃
年
を
重
ね
た
だ
け
で
人
は

老
い
な
い
。
理
想
を
失
う
時
に
初
め
て

老
い
が
く
る
。﹄

解
釈
は
お
任
せ
で
す
が
、
平
ら
に
生

き
て
、
理
想
を
求
め
て
、
現
役
を
続
け

ま
し
ょ
う
。（

広
報
委
員　

三
浦
武
男
）

前
号
（
会
報
い
ず
み
１
５
６
号
）

と
一
緒
に
配
布
し
た
、
い
ず
み
の
感

想
や
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
98

名
の
会
員
の
皆
様
か
ら
ご
回
答
が
あ

り
、
大
変
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
か
ら
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
要
望

は
、
今
後
の
「
会
報
い
ず
み
」
の
参

考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の

度
は
ア
ン
ケ
ー

ト
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

事
務
局
よ
り
お
知
ら
せ

「就業相談の日」「就業相談の日」「就業相談の日」
毎月第1火曜日
◇9：30～11：30 
　センター事務所 2階
※担当理事が相談をお受けします

平成29年春季号 シルバーあきしま

「就業相談の日」「就業相談の日」「就業相談の日」
毎月第1火曜日
◇9：30～11：30 
　センター事務所 2階
※担当理事が相談をお受けします

ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
礼
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28 年度安全就業標語

老いを知り　急がずあわてず　ゆっくりと
テーマ：加齢による事故の防止策

平成29年春季号 平成29年4月15日発行シルバーあきしま

安全管理委員
会の安全巡回点
検。しっかりヘル
メットを着用

「昭島市民活動＆ボランティアフェスティバル2016」に初参加

多くの班長が出席した平成28年度第2回理事・地域班長全体会議 家事援助班「調理実習」

たくさんの新入会員をご紹介して
頂きありがとうございました！

平成28年度は多くのご紹介を頂きまして、誠にありがとうございました。
平成 29年度も引き続きご紹介して頂いた会員の方には粗品をプレゼントいたします。
友人・知人の方をぜひご紹介ください。
入会受付時に紹介した会員の氏名を書いていただきますので、必ずご記入するように
お伝えください。

植木班による松の手入れの自主研修 生活支援サービス講習を受講する
家事援助会員ほか


